
令和５年度　江戸川区立篠崎第三小学校　学校関係者評価　最終評価報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

○生活指導夕会における情報の共有
○生活指導全体会における情報の共有
○いじめ対策委員会・不登校対策委員会の開催

○週に１度の実施
○学期に１回の実施
○月に1回以上の実施　特別支援教室専門員や巡
回指導教員、SC、巡回心理士、SSW等も参加。学
級・学年からの情報をこども委員会で把握し、対策委
員会を開催。組織的な対応を行う。

○６年生による篠田堀ボランティア清掃活動
○６年生による職場体験（地域との連携）
○５年生による工場見学（王子マテリア）
○4年生によるボッチャ・ブラインドサッカー体験（江
戸川区スポーツ推進課）
○３年生による篠田堀調べ学習（外部講師：子ども未
来館）
○３年生による小松菜農家見学
○１、２年生による地域巡り
○はこべ学級による校外学習（ポニーランド）
○学校応援団との連携

○年１回以上の実施
学習したこと、そこからうまれた疑問や分かったことを
まとめ、学級や学年、異学年児童に向けて発表する
活動を実施

○校務分掌組織の改善
○会議の精選
○C4thの連絡掲示板やTeamsの活用
○SSSや副校長補佐の活用と連携
○SSWや児童相談所との連携

○会議時間の縮減　授業準備の時間を確保
○プレミアムDayの設定と実施（学区域見守り、定時
退勤日）
○月残業８０時間の教員をゼロへ。

○６年生が計画を立て異学年で工夫した遊びを楽し
む活動
○ハッピーフレンズでの体力テストの実施
○登校班会議での顔合わせと登校班での登校
○篠三まつり　各学級でのお店の運営・交流
○クラブ活動における、４・５・６年生による異学年交
流活動

○年４回の活動
○６月の実施
○４月・１０月・３月に実施
○９月の実施
○クラブ活動は年１１回の実施

○誰一人取り残さないための学力向上アクションプラ
ンに基づいた年間指導計画や個別指導計画に基づ
いた、系統性のある指導を実践

○学力向上担当教師を中心とした組織的な学力向
上の取組を実践（学力向上委員会）
・毎学期2回の東京ベーシックドリル診断テストの実
施。結果を分析し正答率が低いところを補習で強化
・補習・放課後学習教室の実施
・家庭学習週間における、ドリルパークの活用、家庭
での学習習慣の定着
・朝学習でのドリルパークの活用
○教員の授業力向上を図る研究・研修の実施

○東京ベーシックドリル診断テスト７割達成者を７０％
以上（令和８年度までに）
＊Ｒ５ １学期７割達成者55.6％
○全国学力調査において、「授業時間以外の勉強時
間」が１時間以上の割合９０％以上（令和８年度まで
に）
＊昨年度は４１．１％
○学級担任による年３５回以上の補習の実施
○学力格差解消担当教員による週4日の補習
○外部講師による週5日の補習
○年間3回の家庭学習週間の実施
○教員への年間３回のICT研修の実施
○児童への年間６回のICT補習の実施
○年間4回の校内研究授業実

学校教育目標
「かがやけ篠三っ子」
かんがえる子【重点目標】　がんばる子　やさしい子　けんこうな子

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞確かな学力の定着に向け、確かな学力向上推進プランに基づいた授業を行い、補習等個に応
じた指導を継続してきたことで、学力向上に向けての基礎作りができた。また、生活面では、豊かな心づく
りの取組を行い、学校全体として、児童は落ち着いて学校生活を送ることができた。

共生社会の実現
に向けた教育の
推進

○運動量を確保し、活動内容・活動場所を配慮した
体育学習を実施
○「体力・運動能力、生活・運動習慣等調査結果」を
分析し、運動遊びの内容に生かす。
○休み時間を活用した週１回の運動遊びの実施
○体育実技研修を年に４回実施

＜取組項目＞　・評価の視点

＜学力の向上＞
＜誰一人取り残さないための学力向上＞
・「誰一人取り残さないための学力向上アクションプラン」に基
づいた指導の実践
・補習の実施による基礎・基本の定着
・教員の授業力向上

＜読書科の更なる充実＞
・読書を通じた探究的な学習の実施・充実

教育委員会
重点課題

具体的な取組 数値目標

○一人一台端末と図書館の蔵書を併用した主体的
で探求的な学習活動の実施

○読書科の充実

○朝読書の実施
○学校司書を中心とした学校図書館の整備
○学校応援団である図書ボランティアによる読み聞
かせ・おはなし会・図書館整備・学級文庫の整備

○各教科や総合的な学習の時間等において、週に2
時間程度一人一台端末や図書館の蔵書を併用した
主体的で探求的な学習活動の実施
○読書科担当教員を中心とした読書科の充実、６月
学校公開での全学級読書科公開
○週に2度の朝読書の実施
○月に1度の学校司書を中心とした学校図書館の整
備
○学校応援団である図書ボランティアによる読み聞
かせ・週に1度の図書館整備・学級文庫の整備

＜いじめ・不登校の未然防止・早期対応に 向けた取組の充実
＞

地域に広く開か
れた学校（園）の
実現

＜自校（園）の取組の積極的な発信＞
・学校（園）ホームページの充実等
・学校（園）公開の実施・充実

＜学校関係者評価の充実＞
・教育活動の改善・充実に向けた学校関係者評価の実施

＜地域と連携した学習活動・体験活動の充実＞
・篠田堀親水緑道・江戸川の自然、生き物、歴史、環境を題材
にした学習活動
・地域と連携した職場体験活動の充実

○年４回の学校公開の実施、学校説明会の実施
○年1回・保護者・教員の学校評価実施
○行事後の保護者アンケート実施

子供たちの健全
育成

＜子どもたちの健全育成に向けた取組＞
・不登校対策の実施・充実
・教育相談の強化
・hypaer-QUの活用

○より良い学習・生活習慣の育成
○保護者との連携（会話、連絡帳等）
○生活リズムカードの実践と分析
○道徳教育の充実
○ハイパーQUの実施
○江戸川区子どもの権利条例の理解

○教育活動の改善・充実に向けた学校関係者評価
の実施・改善

○年３回の学校評議員会の開催
○学校関係者評価の実施・改善
○年１回・保護者・教員の学校評価実施

学校の様子を知ってもらうために
○1週間に1回程度HP更新
○月に1度の学校だより、学年だよりの配布。HP更新
○年４回の学校公開の実施、学校説明会の実施
○年１回・保護者・教員の学校評価実施
○行事後の保護者アンケート実施

特色ある教育の
展開

＜「学校における働き方改革プラン」に基づく取組の実施＞

＜異学年集団での活動の充実＞
・縦割り班での交流遊び（ハッピーフレンズ）の設定
・篠三まつり
・クラブ活動・委員会活動

○学校全体で称賛や励ましの指導を実施
○学期に1回実施。 家庭との連携の下、児童が自分
で良い生活習慣を選び、行動する力を養う。
○1学期にハイパーQUを実施。結果を学年・学級で
分析。2学期からの指導に生かす。

学力の向上

＜特別支援教育の推進＞
・特別支援学級との日常的な交流
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に応じた指導
の充実
・副籍交流、及び共同学習の充実
・エンカレッジルームの活用促進

○はこべ学級との連携
○個別指導計画と個別の教育支援計画に基づいた
指導の実施
○鹿本学園児童との交流
○特別支援校内委員会の開催

○特別支援教室　巡回指導教員による校内研修の
実施

○通常学級とはこべ学級の交流授業
○行事での連携（学年とはこべ学級で合同）

○年に７回程度の副籍交流（読み聞かせ）の実施
○月1回以上の開催。特別支援教室専門員や巡回
指導教員、SC、巡回心理士、SSW等も参加
○年に３回、教員への研修の実施

体力の向上

＜運動意欲の向上」に向けた取組の実施・充実＞ ○体育学習の充実
○体力の向上
○運動遊びの実施
○教員の研修の実施（体育実技研修）



取組 成果 成果と課題 評価 コメント

B B

○生活指導夕会、全体会等、定期的に行い情報共
有を図り組織的に対応できている。
○いじめ対策委員会・不登校対策委員会では、関係
機関と連携を図ることができた。いじめ件数は減少し
ていることや本校の取組をHPで報告した。
〇関係機関との連携により、以前より状況の改善が
見られた。

B

○いじめは決して許されることではない。１人対複数
名だと、勢いがついて思いもよらないことが起きてしま
う。今後も学校と地域とで子供たちを見守っていく。

○今後も生活指導夕会、全体会等、定期
的に行い、情報共有を図り組織的に対応
していく。また、会以外にも、教員同士で
共有を図っていく。
○記録をしっかりと残し学年が変わっても
情報を引き継いでいく。

B A

○予定通り実施することができた。カヌー教室やス
ケート教室等も実施できることになり、活動がより充実
している。
〇学校応援団については、新旧コーディネーターや
PTA会長、副会長と、今までの活動や今後について
共通理解を図った。関係者との連携を図り、学校応
援団の活動の充実を図る。また、書き初め大会支援
や授業支援、金管バンド支援など、多くの学校応援
団の方に助けていただくことができた。１年生の昔遊
びに来てほしい等、学校からの要望をまとめ学校応
援団に伝え、輪が広がるようにしていきたい。

A

○昔遊びのお手玉が上手な人や、おはじきやベーゴ
マ等得意な人もいるので、学校からの要望を伝え実
現できるようにしていきたい。
○次年度、篠田堀３０周年の式典を計画している。

〇今後も地域との連携を図った教育活動
を実践していく。
〇次年度は自治会の長の方たちとの集ま
りを企画し、学校公開を参観していただい
たり、学校応援団への協力を依頼したり
等、より一層の連携を図る。

B A

○校務分掌組織の改善や会議の精選、連絡掲示板
やTeamsの活用、人材の活用により、令和５年度は令
和３年度より教員の平均在校時間を４２分減らすこと
ができた。また、令和５年度も引き続き取組を実施し
ており、平均在校時間は昨年度より減っている。教員
によって偏りが見られるので、次年度に向けて原因を
分析していく。（分掌の偏り等）

A

○次年度PTAとしては伝達ツールの活用を検討して
いる。他校の実践を参考にしていく。
○おたよりのデータ配布は時代の流れだと思う。もし
かしたら逆に自分の携帯ですぐ見ることができて便利
なのかもしれない。（携帯で確認しながら夜ごはんの
献立を考える等）

○今後も、「学校における働き方改革プラ
ン」に基づき、取組を実施していく。
○校務分掌を、経験年数や担当学年に
よって負担が偏らないように考慮してい
く。引継ぎも考えて担当を決定していく。

B B

○１～３学期全て、登校班、縦割り班、クラブ活動、委
員会活動を予定通り実施することができた。

B

○今後も引き続き実施してほしい。 ○今後も異学年交流を充実させていく。

A

○子供をいかにその気にさせるかが大変なところだ
が、兄姉や親が近くで勉強したり努力したりする姿を
見せることが大切だと思う。家庭学習週間の際は、一
緒に勉強しようと声かけをして取り組んだ。
○先生たちは、勉強している姿を見せる機会はありま
すか？
→校内研究が一番身近だとは思うが、子供たちに意
識的に伝えてはいない。若手教員で自主的な研修も
行っている。また区や都の研修会で教科や領域を選
択し研修に努めている。

〇今年度、「誰一人取り残さないための学
力向上アクションプラン」に基づき、組織
的な取組を行った。毎月の運営委員会で
は、学力向上について話し合い、取組の
分析を行い共通理解を図った。次年度も
令和８年度までの目標達成に向けて組織
的に取り組んでいく。
○今年度の本校の校内研究の主題は「自
ら考え、学び合う児童の育成　～伝え合う
ことが好きになる言語活動の工夫～」であ
る。主題に迫る手立てを日常の授業から
考えPDCAサイクルに基づいた授業改善
を行っていく。
○次年度、実態を見ながら２学期以降１年
生の補習も実施していく。

A A

〇東京ベーシックドリル診断テストを学期に２度行っ
たが、７割達成者が1学期５５．６％→６５％、２学期が
６３．５％→６７．６％、３学期が１回目６５．８％となっ
た。学期に２度行い、正答率が低いところを強化する
ことで、定着が図ることができたので、今後も続けて
いく。傾向として、図形や倍、文章題の正答率が低
い。
〇全国学力調査において、「授業時間以外の勉強時
間」が１時間以上の割合は昨年度４１．１％→５０％と
上昇した。しかし都の割合は６３．６％、全国の割合は
５７．１％であり、都や全国と比べると本校児童の勉強
時間は少ないことが分かる。
　今年度より家庭学習週間で使用する表に時間の項
目を増やし、時間への意識をもたせることとした。また
家庭学習週間の取組の報告として、平均時間や児童
の傾向を伝える保護者への啓発資料も作成した。学
年でもある程度時間がかかる宿題量をだすようにして
いる。今後も引き続き学力向上に向けての取組を実
施していく。
〇担任や学力格差解消担当教員、外部講師による
補習は予定通り実施できている。３学期より算数少人
数教員が担任となったが、新人育成教員と副校長が
担当となり引き続き実施した。

学校像：児童中心に学校・教師・地域が手を携えて教育活動に邁進できる学校
児童像：かんがえる子、がんばる子、やさしい子、けんこうな子
教師像：教師力向上のための努力できる教員

＜課題＞学力調査の結果は、徐々に向上しているが、都や全国の平均と比べると以前低い状況であった。また、生活指導面では個別
の支援が必要な児童について組織的に対応していくことが必要である。

B

B

〇運動量を確保し、活動内容・活動場所を配慮した
体育学習を実施することができた。水泳指導は学年
単位で実施。また夏季水泳指導も６日実施した。
〇今年度より週１度の運動遊びを実施した。
〇運動遊びや水泳指導について教員研修を行っ
た。
〇体力テストは全種目実施することができた。ハッ
ピーフレンズのグループを活かし異学年で実施。

B

○「やってみて　やらせてみて　ほめてやらねば人は
育たぬ。」という言葉がある。昔は竹馬を作って遊ん
でいたが遊び道具を作って遊ぶのも良いのではない
か。
→安全上問題がなければ良いアイデアだと思う。体
力の向上とは話は変わるが、凧を作っての凧揚げ
や、風車を作って遊ぶことは行っている。
○遊びながら学ぶことが自然とできると良い。
→一緒に縄跳びをしたり鬼ごっこをしたりして過ごし
ている教員もいる。遊んでいたら自然と体を動かして
いたという経験をさせていきたい。
○しのさん版SASUKEも良いのでは？

B

○いろいろな課題を抱えている子供たちがいる。きち
んと決まった時間に登校できて１日を過ごせることは
とてもすばらしいこと。その子に合った学習の機会が
あると良い。
→保健室やエンカレッジルームでの学習、サポート
教室、共育プラザ等の外部期間との連携等、保護者
と相談しながらその子に合った学習の機会がもてるよ
う模索していく。

B

○子供たちの様子を見る機会が増えて良かった。
○HPの更新回数も多く、よく見ている。特に給食の献
立が楽しい。これからも続けてほしい。
→３月よりＨＰがリニューアルするので今後もお楽しみ
に。

○実態に合った交流学習、体育学習発表会での合
同練習や発表を行うことができた。
○特別支援校内委員会は月1回以上開催した。特別
支援教室専門員や巡回指導教員、SC、巡回心理
士、SSW等も参加し連携を図ることができた。
○研修は１０月２０日に実施予定。
〇副籍交流は、読み聞かせの他、外国語活動も実
施することができた。今後も保護者や学校とも相談し
ながら活動を実施していく。

○はこべ学級との交流は篠三の特色でもある。自然
な関わりができていると思う。
→はこべ学級の児童が、通常学級の児童に刺繍を
教えたり、通常学級の児童がはこべ学級の児童と一
緒に楽しめる新スポーツを考え実践し一緒にスポー
ツをしたりした。自然と通常学級と特別支援学級の交
流ができている。今後も続けていく。

B

〇アフターコロナでどのような形にしていく
か、担当で話し合いを重ねての提案・運
営だった。行事ごとの教員の反省をしっか
りととり、次年度に向けてより良い提案がで
きるようにしていく。
○区の施策としての縄跳びチャレンジ
ウィークや縄跳びの出前授業を、本校に
合った計画を立てて実施していく。

B

自己評価 学校関係者評価 年度末に向けた
改善策

○今後も家庭と連携をとりながら、子供た
ちの心身の健全育成を図っていく。
○今年度エンカレッジルーム担当は正規
教員が時間ごとに担当したため、持ち時
間数が増え負担感が増した。現在エンカ
レッジルーム担当の外部支援員の配置を
要望しているところである。

〇今後もご意見を伺い次年度の学校運営
に生かす。

○門を施錠することも大切だが、内側から開けられな
いのは何かあった時に不便だと感じた。
→昨年度から不審者対策として施錠の徹底を行って
いる。対応を検討していく。
○年明けからの地震、最近の千葉県東方沖地震も心
配がある。
→避難所開設訓練に町会や自治会も参加していけ
れば。

〇行事後のアンケートを実施し、ご意見を
今後に活かしていく。

○必要に応じた家庭との電話連絡や、生活リズム
カードの取組等、学習面、生活面で保護者との連携
を図ることができた。
○今後、ハイパーQUを活用した児童理解に努め、
江戸川区子どもの権利条例を踏まえた子供たちの健
全育成に努めていく。
○エンカレッジルームの運用により、特別な指導が必
要な児童に対する個別の学習支援、不登校傾向児
童への支援を行うことができた。

B B

○６月に学校評議員会を設け、学校評議員の方から
のご意見を伺い、また児童の授業の様子を参観して
いただけた。今後の学校運営に生かしていく。

B B

〇今年度より学校公開は人数・時間制限なしに行っ
ている。父母だけでなく、祖父母の方にも子供たちの
様子を見ていただけている。
〇行事後のアンケートを実施し、ご意見を今後に活
かしていく。

B B

〇今後も児童の実態に合った交流学習
や行事での関わりを実践していく。
〇副籍交流は、読み聞かせの他、外国語
活動も実施することができた。今後も保護
者や学校とも相談しながら活動を実施して
いく。

AA A

B

○年間３５時間、読書科のねらいに迫る内容の授業
を行っている。
○図書ボランティアによる読み聞かせを毎週実施し、
本に親しむことができた。
○学校図書館はいつも整理されている。

○読書科コンクールや調べる学習コン
クールへの参加、６年生と1年生、５年生と
２年生の読み聞かせ等、活動の充実を図
る。

B

○学力と同様で、「親子読書」で同じ本を親子で読む
という取組をしているのは良いと思う。一緒に同じもの
を読んだり、感想を伝え合ったりする時間が良い。


